The Introduction of European Cultures into Colonial Mexico and Aesop’s Fables in Nahuatl by 井上 幸孝
植民地時代メキシコにおける西洋文化の導入とナワトル語訳『イソップ寓話』 































〔 36 〕 
度な文明発展が見られたのは、北米南部から中米にかけてのメソアメリカ、
および南米大陸の西側に位置するアンデスの両文明圏であった（図 1）。 
 メソアメリカでは、前 2500～前 2000 年頃にトウモロコシ農耕を基本とす
る定住社会が形成され始め、前 1200 年頃にはオルメカ文明が興った。以降、
メソアメリカでは、サポテカ、テオティワカン、マヤ、トルテカ、ミシュテ
カなど様々な文化が 3000 年近くに亘って興亡を繰り返した。 
 
 































1518 年 11 月にキューバ島を出港したエルナン・コルテス率いる約 500 名の





するメシーカ人の激しい抵抗によって、1520 年 6 月にはいったん退却を余儀
なくされるが、コルテス軍は近隣の多くの先住民集団を味方につけて軍勢を
立て直し、約 3 カ月の包囲戦の末、三都市同盟の主導権を握っていたテノチ











































ク伝道が開始された。まず、1523 年には、フアン・デ・アオラ（Juan de Aora）、








〔 40 〕 
 翌 1524 年には、「十二使徒





















他の修道会もこれに続いた。最初のドミニコ会士が到来したのは 1526 年 7
月と考えられ、この伝道団もまた 12 名から成っていた。アウグスティヌス会










図 3： ガンテが創設したテスココの学院 図 4： フランシスコ会の 
十二使徒の到着 
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後、この手稿は、同大学図書館の蔵書約 1 万冊が 1862 年にメキシコ国立図書
館へ移された際、いったんは消失したかと思われたが、1880 年にホセ・マリ
ア・ビヒルが再発見し、現在も同国立図書館に所蔵されている。第 11 回アメ
〔 44 〕 
リカニスタ国際会議がメキシコで開かれるに際し、アントニオ・ペニャフィ
エルがこのイソップ寓話を 1895 年に初めて出版した17)。 
 
 
図 7： メキシコ国立図書館手稿『イソップ寓話』の最初のページ 
 
 
表 1： メキシコ国立図書館手稿（Biblioteca Nacional, Ms. 1628bis）の内容 
1. メシコの歌（Cantares mexicanos） 
2. メシコの暦（Kalendario mexicano） 
3. メシコ人〔メシーカ人〕の占い術（Arte Divinatoria de los mexicanos） 
4. メシコ語〔ナワトル語〕での聖体拝領の手本（Ejemplos de la Sagrada Eucaristía en 
mexicano） 
5. かの「聖ナルモノ」についての説教（Un sermón sobre aquello de “estote sancti”）
6. 死の覚え書き（Memoria de la muerte） 
7. 聖バルトロマイの人生（Vida de San Bartolomé） 
8. イソップ寓話（Fábulas de Esopo） 
9. イエス受難の物語（Historia de la pasión） 
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サアグン22) は 1499 年頃、スペインのレオン地方に生まれサラマンカ大学
で学んだフランシスコ会士である。1529 年にヌエバ・エスパーニャへ渡り、
トラテロルコのサンタ・クルス学院での教育や各地での伝道に携わったほか、
『ヌエバ・エスパーニャ総覧（Historia general de las cosas de la Nueva España）』
を編んだことで知られる。サアグンはトラテロルコにおける優秀な教え子た
ちから得た情報のほか、テペプルコなどで先住民情報の収集を行い、アステ





























 ナワトル語訳『イソップ寓話』の手稿には 47 の寓話が収められている。こ
れは、一般的なイソップ寓話の書物に比べ、分量としては決して多くない。
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ベン・エドウィン・ペリーに従えば、ギリシア語で伝えられた「イソップに
関する、もしくはイソップの名を負う文学伝統と密接に結びついた、一連の
テキスト」は 471 編あり、さらにラテン語のテキストも含めると 725 編に及
ぶ27)。したがって、ナワトル語に翻訳された寓話の数は、これらの膨大な数
字と比べるとほんの一握りに過ぎない。 
 ペリーがまとめたもののうち、ギリシア語の 471 編を訳した中務哲郎の邦
訳には、他の底本との対照表が挙げられている28)。この対照表に合わせる形
でナワトル語訳の寓話の対照を示したのが、表 2 の中央の欄である。 
 






（1593 年）＊註 2 
1 鷲と狐   
2 鷲と黒丸烏と羊飼  下 29. 鷲と烏の事 
3 鷲とセンチコガネ   
4 ナイチンゲールと鷹   
5 借金のあるアテナイ人   
6 山羊飼と野生の山羊   
7 ネコのお医者と鶏   
8 造船所のイソップ   
9 井戸の中の狐と山羊 1. 山羊とコヨーテ 下 30. 狐と野牛の事 
10 ライオンを見た狐 2. コヨーテとジャガー  
11 笛を吹く漁師   
12 狐と豹   
13 石を曳き上げた漁師  下 26. 漁人の事 
14 家柄を競う狐と猿   
15 狐と葡萄   
16 猫と鶏   
17 尻尾のない狐 3. コヨーテたち  
18 漁師と鰊   
19 狐と茨   
20 狐と鰐 4. 鰐とコヨーテ  
21 漁師と鮪 9. 漁師  
22 狐と木樵  上 22. パストルと狼の事 
23 鶏と山鶉 5. 雌鶏とペルディス（山鶉）という鳥  
24 腹のふくれた狐  下 24. 狐と鼬の事 
25 翡翠   
26 水を打つ漁師   
27 狐とモルモーの面 6. コヨーテ  
28 食わせ者   
29 炭屋と洗濯屋 7. 炭焼と洗濯屋 下 5. 炭焼と洗濯人の事 
30 遭難者とアテナ女神   
31 ロマンス・グレーと二人の愛人   
32 人殺し   
33 法螺吹 8. 守られなかった約束  
34 出来ないことを約束する男   
35 人間とサテュロス   
36 罰あたり   
37 目の見えぬ人   
38 農夫と狼   
39 燕と鳥たち  上 11. 燕と諸鳥の事 
40 天文学者   
41 仔羊をあやす狐と犬   
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42 農夫と息子たち 13. 農夫と息子たち  
43 水を探す蛙 10. 蛙  
44 王様を欲しがる蛙  上 12. イソポ、アテナスの人々に述
べたる譬の事 
45 牛と車軸   
46 北風と太陽   
47 内臓を吐く子供   
48 ナイチンゲールと蝙蝠   
49 仔牛を盗まれた牛飼とライオン   
50 鼬とアプロディテ   
51 農夫と蛇   
52 農夫と犬 14. 犬たちとその主人 下 38. パストルの事 
53 兄弟喧嘩する農夫の息子  下 31. 百姓とこどもの事 
54 蝸牛   
55 女主人と召使  下 1. 鶏と下女の事 
56 女魔法使   
57 老婆と医者 12. 目の悪い老婆  
58 女と雌鶏 15. 寡婦とその雌鶏  
59 鼬と鑢  下 22. 蝮蛇と小刀の事 
60 老人と死神 11. 老人と死 下 44. 老人の事 
61 農夫と運の女神   
62 海豚と沙魚   
63 弁論家デマデス   
64 犬に咬まれた男 16. 犬に咬まれた男  
65 旅人と熊  下 2. 二にんの知音の事 
66 少年と肉屋 17. 少年たちと料理人  
67 旅人と斧  下14. 二にん同道してゆく事 
68 敵同士 18. 敵同士  
69 隣同士の蛙   
70 樫と葦  下 3. 棕梠と竹の事 
71 金のライオンを見つけた臆病者   
72 養蜂家  下 17. 蜜造りの事 
73 海豚と猿   
74 水辺の鹿  上 20. 鹿の事 
75 片目の鹿 42. 山の鹿 下 34. 片眼な鹿の事 
76 鹿と洞穴のライオン   
77 鹿と葡萄 43. 山の雌鹿と葡萄の木 下 35. 鹿と葡萄の事 
78 船旅をする人々   
79 猫と鼠 19. 猫と鼠たち  
80 蠅   
81 王に選ばれた猿と狐   
82 驢馬と雄鶏とライオン  下 16. 驢馬と獅子の事 
83 踊る猿と駱駝   
84 二匹のセンチコガネ   
85 仔豚と羊   
86 ミルテの繁みの鶫   
87 金の卵を生む鵞鳥   
88 ヘルメスと彫刻家   
89 ヘルメスとテイレシアス   
90 蝮と水蛇   
91 じゃれつく驢馬と主人  上 9. 狗兒(ゑのこ)と馬の事 
92 二匹の犬   
93 蝮と鑢   
94 父親と二人娘   
95 男と悪妻   
96 蝮と狐   
97 仔山羊と笛を吹く狼  下 15. 野牛とおほかめの事 
98 屋根の上の仔山羊と狼   




101 黒丸烏と鳥たち   
102 ヘルメスと大地の女神   
103 ヘルメスと職人   
104 ゼウスとアポロン   
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105 人間の寿命   
106 ゼウスと亀   
107 ゼウスと狐   
108 ゼウスと人間   
109 ゼウスと羞恥心   
110 英雄   
111 ヘラクレスとプルトス   
112 蟻とセンチコガネ   
113 鮪と海豚   
114 野辺送りする医者 20. 医者と病人  
115 鳥刺と蝮 21. 鳥を捕る者と蛇  
116 蟹と狐   
117 角を欲しがる駱駝   
118 海狸（ビーバー）   
119 野菜に水をやる庭師   
120 庭師と犬   
121 竪琴弾きの歌手   
122 泥棒と雄鶏   
123 黒丸烏と烏  上 15. 孔雀と烏の事 
124 烏と狐  上 8. 烏と狐の事 
125 嘴細烏と烏   
126 黒丸烏と狐   
127 嘴細烏と犬   
128 烏と蛇   
129 黒丸烏と鳩  下 18. 烏と鳩の事 
130 胃袋と足  上 21. 腹と四肢六根の事 
131 逃げた黒丸烏   
132 ライオンを追う犬   
133 肉を運ぶ犬  上 3. 犬が肉を銜んだ事 
134 眠る犬と狼 23. 犬と狼  
135 腹をすかせた犬   
136 犬と兎   
137 蚊と牛   
138 兎と蛙 37. 野兎たちと蛙たち  
139 鷗と鳶   
140 恋するライオン   
141 ライオンと蛙 25. ジャガーと蛙  
142 老いたライオンと狐  下 45. 獅子と狐の事 
143 ライオンと牛   
144 閉じこめられたライオンと農夫   
145 ライオンと海豚   
146 鼠に怯えたライオン   
147 ライオンと熊 27. ジャガーと狼 下 10. 獅子王と熊との事 
148 ライオンと兎   
149 ライオンと驢馬と狐 26. ジャガーとアスノ（驢馬）とコ
ヨーテ 
 
150 ライオンと鼠の恩返し  上 10. 獅子と鼠の事 
151 一緒に狩をするライオンと驢馬 44. アスノ（驢馬）とレオン獣（ライ
オン） 
 
152 追剥と桑の木   
153 狼と羊   
154 狼と馬   
155 狼と仔羊  上 1. 狼と羊の譬の事 
156 狼と鷺  上 5. 鶴と狼の事 
157 狼と山羊   
158 狼と老婆  下40. 狼とこをもつた女の事 
159 狼と羊   
160 怪我をした狼と羊   
161 占い師 28. 占い師  
162 子供と烏   
163 蜜蜂とゼウス   
164 托鉢僧   
165 鼠と鼬   
166 蟻   
167 蠅   
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168 遭難者と海   
169 放蕩息子と燕   
170 病人と医者 31. 病人と医者 下 6. 病者と薬師の事 
171 蝙蝠と茨と水薙鳥 30. 蝙蝠と茨と燕  
172 蝙蝠と鼬  上 19. 鳥とけだものの事 
173 木樵とヘルメス   
174 旅人と運の女神   
175 旅人とプラタナス   
176 旅人と蝮   
177 旅人と薪   
178 旅人とヘルメス   
179 驢馬と庭師 32. アスノ（驢馬）と野菜作りをする者  
180 塩を運ぶ驢馬   
181 驢馬と騾馬  下 13. 馬と騾馬との事 
182 神像を運ぶ驢馬   
183 野生の驢馬と飼われた驢馬   
184 驢馬と蟬   
185 ゼウスに訴える驢馬   
186 驢馬と驢馬追い   
187 狼のお医者  上 17. 獅子と馬の事 
188 ライオンの皮を被った驢馬  下 12. 騾馬と狐の事 
189 驢馬と蛙   
190 驢馬と烏と狼   
191 驢馬と狐とライオン  下 39. 驢馬と狐の事 
192 雌鶏と燕   
193 猟師と雲雀 33. 鳥を捕る者と鶫  
194 猟師と鸛   
195 駱駝のお目見え   
196 蛇と蟹  下 36. 蟹と蛇の事 
197 蛇と鼬と鼠   
198 踏まれた蛇とゼウス   
199 子供と蠍   
200 盗みをする子と母親 34. 少年とその母 下 8. 母と子の事 
201 喉の渇いた鳩   
202 鳩と嘴細烏   
203 猿と漁師   
204 金持と皮鞣し屋   
205 金持と泣女   
206 羊飼と犬   
207 羊飼と海 35. 羊飼と海 下 4. 大海と野人の事 
208 羊飼と羊   
209 羊飼と狼の仔   
210 羊飼の悪戯  下 28. 童部の羊を飼うた事 
211 水浴びをする子供   
212 毛を刈られる羊   
213 柘榴と林檎と茨   
214 土竜   
214a 土竜   
215 雀蜂と山鶉と農夫   
216 雀蜂と蛇   
217 牡牛と野生の山羊   
218 猿の子供   
219 孔雀と黒丸烏 36. ケツァル鳥と鸚鵡 下 32. 尾長鳥と孔雀の事 
220 駱駝と象と猿   
221 ゼウスと蛇   
222 豚と犬   
223 産の軽さを競う豚と犬   
224 猪と狐   
225 守銭奴 39. 欲深い者 下 11. 貪欲なものの事 
226 亀と兎   
227 燕と蛇   
228 鵞鳥と鶴 40. 鳩たちと家鴨たち  
229 燕と嘴細烏   
230 亀と鷲 41. 亀と鷲 下 25. 亀と鷲の事 
（上 7. 鷲と蝸牛の事） 
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231 蚤と運動選手   
232 マイアンドロス河畔の狐   
233 白鳥と飼主   
234 狼と羊飼   
235 蟻と鳩 29. 蟻と鳩 上 25. 鳩と蟻の事 
236 旅人と烏   
237 驢馬を買う男   
238 猟師と鳩   
239 ホルコス   
240 プロメテウスと人間   
241 蟬と狐   
242 ハイエナと狐   
243 ハイエナ   
244 鸚鵡と鼬   
245 臆病者と烏   
246 呑んだくれと女房  下 37. 女人と大酒を飲む夫の事 
247 旅をするディオゲネス   
248 ディオゲネスと禿頭   
249 踊る駱駝   
250 榛   
251 雲雀   
252 犬と鶏と狐 24. 犬と雄鶏 下 9. 鶏と犬の事 
253 犬と巻貝   
254 犬と肉屋 22. 犬と料理人  
255 蚊とライオン  下 19. 蠅と獅子王の事 
256 兎と狐   
257 ライオンと狐   
258 病気のライオンと狼と狐 46. レオン獣（ライオン）と狼 上 24. 狼と狐の事 
259 ライオンとプロメテウスと象   
260 自惚れ狼とライオン   
261 狼と仔羊   
262 木々とオリーブ   
263 驢馬と騾馬   
264 一緒に旅をする驢馬と犬   
265 猟師と山鶉   
266 振分け袋   
267 羊飼と犬の中で育てられた狼 45. 羊飼とコヨーテ  
268 蚯蚓と蛇   
269 猪と馬と猟師   
270 壁と杭   
271 冬と春   
272 蚤と人間   
273 蚤と牛   
274 善と悪   
275 羽根を毟られた鷲   
276 射られた鷲   
277 ナイチンゲールと燕   
278 アテナイ人とテーバイ人   
279 山羊と驢馬   
280 山羊と山羊飼   
281 タナグラの雄鶏   
282 漁師と魚   
283 火を運ぶ狐   
284 一緒に旅をする人間とライオン   
285 神像を叩き潰した男   
286 蜘蛛と守宮   
287 アラブ人と駱駝   
288 熊と狐   
289 蛙のお医者   
290 牛と肉屋   
291 牛追とヘラクレス   
292 耕作する牛と驢馬   
293 捕まった鼬   
294 鶴と孔雀   
295 鍬をなくした農夫   
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296 農夫と助けられた鷲   
297 農夫と鶴   
298 農夫と椋鳥   
299 農夫と木   
300 仔牛と畠牛   
301 婢とアプロディテ   
302 樫の木とゼウス  下 23. 山と杣びとの事 
303 木樵と松   
304 樅と茨   
305 病気の鹿   
306 ヘルメスと蟻に咬まれた男   
307 ヘルメスと石工   
308 ヘルメス柱像と犬   
309 ヘルメスの車とアラブ人   
310 閹人と占い師   
311 ゼウスと動物と人間   
312 ゼウスと善の甕   
313 ゼウスの裁き   
314 太陽と蛙   
315 騾馬   
316 ヘラクレスとアテナ   
317 藪医者   
318 老馬   
319 馬と馬丁   
320 馬と兵士   
321 川を渡る駱駝   
322 蟹と母親   
323 烏とヘルメス   
324 病気の烏   
325 雲雀と農夫   
326 臆病な猟師   
327 海幸山幸   
328 宴会に招かれた犬   
329 猟犬   
330 犬と主人   
331 犬と兎   
332 鈴をつけた犬   
333 兎と狐   
334 ライオンの治世   
335 ライオンと鷲   
336 ライオンと狐と鹿   
337 ライオンと狐と猿   
338 ライオンと猪   
339 ライオンと野生の驢馬  上4. 獅子と犬と狼と豹との事 
340 ライオンと射手   
341 狂えるライオンと仔鹿   
342 狼と犬の和解   
343 狼と犬の戦争   
344 ライオンの中の狼   
345 罠の側の狼と狐   
346 狼と肥えた犬   
347 狼とライオン   
348 狼の将軍と驢馬   
349 ランプ   
350 愛人と亭主   
351 仔牛と鹿  下 33. 鹿と子の事 
352 田舎の鼠と町の鼠  上 6. 鼠の事 
353 鼠と牛   
354 鼠と鍛冶屋   
355 旅人と真実の女神   
356 羊と犬   
357 馬を羨む驢馬 38. アスノ（驢馬）とカワロ（馬）  
358 ライオンの皮を被った驢馬  （下 12. 騾馬と狐の事） 
359 ふざける驢馬   
360 茨を食べる驢馬   
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361 猟師と山鶉と鶏   
362 蛇の尻尾と体   
363 子供と絵のライオン   
364 母猿とゼウス   
365 狼を閉じ込めそうになった羊飼   
366 狼を育てる羊飼   
367 戦争と傲慢   
368 川と牛皮   
369 薔薇と葉鶏頭   
370 喇叭兵  下 7. 陣頭の貝吹きの事 
371 蜥蜴と蛇   
372 三頭の牛とライオン   
373 蟬と蟻  上 23. 蟬と蟻の事 
374 山羊と葡萄   
375 禿頭の騎手   
376 自分を膨らませる蟾蜍   
377 燕の自慢と嘴細烏   
378 二つの壺   
379 娘に恋をした男   
380 心を放り出した男   
381 年老いた農夫と驢馬   
382 デルポイ人の先祖   
383 二つの道   
384 鼠と蛙   
385 夢   
386 愚かな娘   
387 螽蟖(ｷﾘｷﾞﾘｽ)を捕る男   
388 寡婦と農夫   
389 鳥を招待する猫   
390 嘴細烏と水差   
391 船主と船乗   
392 病気の驢馬と狼のお医者   
393 エチオピア人 47. 黒人  
394 ライオンの子分の狐   
395 蛇と鷲   
396 鳶と白鳥   
397 鳥刺と蟬   
398 烏と白鳥   
399 鵞鳥の身代わりになりかけた白鳥   
400 蜜蜂と羊飼   
401 仔馬   
402 猟師と馬乗り   
403 猟師と犬  （下 20. 盗人と犬の事） 
404 猟師と狼   
405 キュクロプス   
406 ライオンの皮を裂く犬   
407 狼を追う犬   
408 井戸の中の兎と狐   
409 檻のライオンと狐   
410 若者と老女   
411 野生の驢馬と家の驢馬   
412 川と海   
413 無花果とオリーブ   
414 牡牛と母ライオンと猪   
415 犬と鍛冶屋   
416 熊と狐とライオンの狩   
417 狼教師と鶏   
418 駝鳥   
419 泥棒と宿屋の主人   
420 二人の間男   
421 船乗と息子   
422 鷲は人間であった   
423 イソップと牡犬   
424 コリントス人に語るイソップ   
425 漁師と蛸   
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426 狐と鶴   
427 狐と針鼠   
428 シュバリスの男   
429 波を数える男   
430 人類の創造   
431 人間の饒舌さ   
432 アポロンとムーサイとドリュアデス   
433 アプロディテと商人   
434 鷲に乗った鷦鷯(みそさざい)   
435 黒い鼬   
436 キュベレの祭司とライオン   
437 梟と鳥たち   
438 シュバリスの女   
439 月桂樹とオリーブ   
440 逃亡奴隷   
441 祭日と後の祭   
442 赤面の起源   
443 青鷺と鵟   
444 人間世界のエロース   
445 快と苦   
446 郭公と小鳥   
447 父親を埋葬する雲雀   
448 犬の音楽家   
449 犬の家   
450 ライオンと兎   
451 羊の皮を着た狼   
452 狼と驢馬の裁き   
453 狼と羊飼   
454 鼠と牡蠣   
455 モーモスとアプロディテ   
456 愚か者と篩   
457 若者と暴れ馬   
458 驢馬とカラカラ蛇   
459 驢馬の覗き   
460 驢馬の蔭   
461 目と口   
462 悲嘆の持前   
463 猿の踊り子   
464 猿の町造り   
465 羊飼と肉屋   
466 ポロスとペニアー   
467 サテュロスと火   
468 月と母親   
469 ライオンに欺かれた牛   
470 蟬   
471 虱と農夫   
*註 1：ナワトル語訳の各寓話のタイトルの中でスペイン語の単語の部分はそのままカタカナ表記し、（ ）内に意味を示した。 



























































































































図 3： 筆者撮影（1998 年）。 
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図 4： Rene Acuña (ed.), Relaciones geográficas del siglo XVI: Tlaxcala (tomo primero), 
México, UNAM, 1984, Cuadro 8. 
図 5： Fray Andrés de Olmos, Arte de la lengua mexicana, Madrid, Instituto de Cooperación 
Iberoamericana, 1993. 
図 6： Horacio Carochi, Arte de la lengua mexicana, con la declaración de los adverbios 
della, México, UNAM, 1983. 
図 7： Gordon Brotherston and Günter Vollmer, Aesop in Mexico: Die Fabeln des Aesop in 
aztekischer Sprache/A 16th Century Aztec Version of Aesop’s Fables, Berlin, Gebr. Mann 
Verlag, 1987, p. 214. 
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